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伊豆諾島におけるモンハナノミの採集例
高桑 正敏

伊豆諸島からは従来, モンハナノ ミ属の記録はなかっ
たが, 三宅島と御蔵島からモンハナノミ  To'noaia m-
pponica K-0N0が採集されたのでここに報告する。

l , 御蔵島川田, 23. ll「.1974, 下村徹採集
2 6 , 三宅島大路池, 25. 111.1975, 藤田宏採集
標本はいずれも華者が保管。

本種はブナ帶に少なくない種で, 離島では屋久島 (中
部) から採集されている。伊豆諸島産上記3 6は, 本
州ブナ帯の と比較すると体型が後方に向かってはるか

に狭まり, 前解f節は著しく短く, 中附節は逆に長く, ケ'
ニタリァも少ノ 異なり, 四国以西の個体により近い。

( 0236 横浜市金沢区六浦町3577)

ヤェヤマムナピロタマムシ与那国島の記録
秋山 黄洋

ヤェヤマムナビ l' タ マムシ

Sambt‘s aenei cot t1' s F ISHER,

1921はフィリピンのルソンより
記載された種類で, 日本に産す

ることは黒沢良彦博士が石垣島
産の標本に基づいて, 甲虫一ユ
ース No i l,  p4 (1970) に報

告している。 華者は入江平吉氏
の御好意により, 与那国島の本

種を検したので報告したい。

29exs., 与那国島所野,
9. v.1974, 入江平吉採集 :

11exs.,  同上, l3. V.19'「4, 同上

(0235-02  横浜市磯子区坂下町1-43)

天草諾島下島のタマムシ3 種
藤田 宏

熊本県天草郡天草諸島におけるタマムシ科甲虫の報告
は今までに知られていないようであるが, 筆者は1973年
夏期に同島を訪れた宮原道則氏より下記の3 極のタマム
シを頂いているので, 記録しておきたい。

1. カ ラカネク リ タマムシ

Toaoscelus sasaki i Y. KUROSAWA
lex., 天革下島頭岳, 1. 1111.1973
本種は全体唐金色のTo.a;oscelusで, 1957年鹿児島
県霧島山薬野岳における1 6 を基に記載されたが, その
後は同県佐多岬での1 例を間く程度で, きわめて稀な種

と思われる。  (写真左)
2. カラカネナカポソタマムシ

Coraebus lg,10ttts E. SAUN】)ERS
9exs., 天草下島角山, 31. fa t973
九州本土産の個体と比べて差異はなく, 原1111和iに含ま
れるものと思う。 ( ﾊ真右
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3. クズノチ ビタマムシ

Trachys au,rico11is E. SAUNDERS
lex., 天革下島角山, 31. Z.197

( 0110 台東区台東2-29-6)

オキナワナカポソタマムシ の初見記録

藤田 宏

オキナワナカポソ タ マムシ Coraebus 1oochooens iS

KANOは, 日本産のCoraebu,sではシリグロナカポソ
タマムシと並んで最も大型の種で, 全身がコパルトプル

一に く美麗種である。本種は1929年, 沖#'E本島におけ
る 1 (データ不明)*を基に記載されたが, 原記載以降
は1962年同島伊豆味における1  が追加されただけで
近年多数の採集者の訪島にもかかわらずまったく採集さ
れていないようである。

筆者は1975年6 月, 同島を訪れた深町宗通氏の採集品
より本種の を見い出したのでここに報告しておく。実
に原記1波以来45年目にして得られたこの が, 本種 の

初見となるわけである。

1 , 沖組本島国頭郡与那 岳, 5. W.1975
深町宗通採集 (藤田宏保管)

6 は に比べるとかなり小型で体長11.5 mm 程。 体型

は より細く, 上翅の白救も薄い。

採集者の深町氏によれば, この個体は与那 岳中腹の

伐採地で, オオシマヤハズ・ オキナワフト・ スジシロな
どのカミキリがよく集まるひこばえの葉上に静止してい
たものだということである。樹種は不明だが, ホソパタ
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